
第５回日中議員会議 

結果概要 

 

第５回日中議員会議は、３月 22 日（木）、参議院日中交流議員団と中華人民

共和国全国人民代表大会（全人代）代表団の参加を得て、参議院議員会館「特

別会議室」において開催された（参議院側団長：江田五月議員、参議院側副団

長：金子原二郎議員、全人代側団長：李建国（り・けんこく）常務委員会副委

員長）。 

なお、本年が日中国交正常化 40 周年であることに鑑み、今次議員会議は、「日

中国交正常化 40 周年特別記念行事」として執り行われた。 

 

 会議の冒頭、江田五月団長及び李建国団長からそれぞれ開会のあいさつがあ

った。引き続き第１セッションが開催され、「政治・安全保障（日中関係、議会

間交流と議員会議、自然災害に関する協力、世界及び地域の問題（朝鮮半島・

北東アジア情勢を含む））」を議題として意見交換が行われた。 

 午後の第２セッションでは、「経済・社会・エネルギー（経済・社会情勢及び

貿易問題、エネルギー（原子力安全を含む）及び環境保護、人的・文化交流）」

を議題として意見交換が行われた。さらに、閉会に際して、李建国団長及び江

田五月団長からそれぞれあいさつがあった。 

 会議の概略は以下のとおりである。 

 

１．第１セッション（政治・安全保障） 

（１）日中関係 

 日本側の江田団長は、地域及び世界の情勢が大きく変化する中で、立法府に

おいても議会間の意見交換や情報共有の重要性が高まっていると述べた。また、

日中議員間の対話が両国の諸課題の解決や世界の議員外交の発展に寄与する旨

指摘し、本日の会議において活発な意見交換が行われることに期待を示した。 

中国側の李団長は、日中共同声明など各般の政治的文書の原則に基づき日中

関係が発展してきた旨言及しつつ、見解の相違がある中でも友好や協力の維

持・拡大を図ることが両国双方の利益にとって重要である旨強調した。また、

両国関係の更なる発展のため、議会間や若年層の交流を含む人的交流の強化の

必要性を訴えた。 

 

（２）議会間交流と議員会議 

 日本側より、日中間議員交流の進展を歓迎しつつ、今後の日中議員会議の意

義を高めるための方策として、①議論のフォローアップや自国議会へのフィー



ドバック、②地方視察の充実、③議員会議や両国議員団の継続性確保、の各点

が指摘された。このほか、議員交流における忌憚のない意見交換の重要性等を

強調する発言もあった。 

中国側からは、議員交流が両国関係の発展に寄与している旨評価がなされた

ほか、議員交流の充実に向けた論点として、①戦略的・長期的視点に立った取

組、②オープン、誠実かつ、広い話題の意見交換、③現地視察や文化活動の充

実が重要である旨言及があった。 

 

（３）自然災害に関する協力 

 日本側より、東日本大震災における中国側の支援等に謝意が示された。また

防災協力について、日中韓３か国の防災当局の協力進捗に評価が示されつつ、

①実効的な救助・救援スキームの確立、②災害救助要員の人材育成、③先端技

術の共有による地域防災システムの確立の各点について、政策上の進捗を図る

旨指摘があった。 

中国側からは、四川大地震時の日本側支援への謝意が示されたほか、上記論

点を支持する旨発言があり、さらに、貿易・観光面で東日本大震災の被災地支

援に中国が取り組んでいる旨紹介された。 

 

（４）世界及び地域の問題（朝鮮半島・北東アジア情勢を含む） 

 北朝鮮問題に関して、日中双方より、先般の米朝協議の進展を歓迎するとと

もに、六者会合等を通じた問題解決が図られることを期待する旨発言があった。

また、日本側より、北朝鮮による核開発及び拉致問題の解決に向け、中国の影

響力行使を求める旨意見が述べられた。 

このほか、北東アジア地域における課題解決や開発等における日中両国及び

日中韓の協力の意義等について日中双方から指摘があった。 

 

２．第２セッション（経済・社会・エネルギー） 

（１）経済・社会情勢及び貿易問題 

 日本側より、中国に対して、日中韓を軸とした経済連携の促進、科学的根拠

に基づいた日本産食品への輸入規制の実施、知財・著作権保護の強化、違法漁

業操業の取締り強化等を求める意見があった。 

中国側からは、国内経済の現状、経済発展に向けた同国の取組や第 11 期全人

代第５回会合の概要について報告がなされた。また、知財・著作権問題に関し

て、同国が法的ルールに基づく問題解決に取り組んでいることが強調されたほ

か、日本産食品の輸入規制については、両国政府間の協議が続けられることを

期待する旨発言があった。 



（２）エネルギー（原子力安全を含む）及び環境保護 

 日本側からは、原子力事故の原因等に係る情報を各国と共有することを通じ

て原子力安全の進展に寄与したい旨発言があったほか、気候変動対策に関して、

経済規模に見合った貢献を中国に求める意見が述べられた。 

中国側からは、省エネや環境保護に向けた政策努力を進めている旨言及があ

ったほか、日本のエネルギー政策及び気候変動対策の方向性について関心が示

された。 

 

（３）人的・文化交流 

 日中双方の議員より、人的・文化交流が両国関係の発展に重要な役割を果た

す旨指摘がなされたほか、教育、青少年、文化・コンテンツなどの分野での交

流を促進していく必要性が確認された。 

 

加えて、会議閉会に際し、中国側の李団長から、第６回会議を来年北京にお

いて開催したい旨表明され、さらに、日中両団長からそれぞれ、率直かつ有意

義な意見交換が行われた旨評価がなされるとともに、第６回会議でも有益な交

流が行われることを期待する旨述べられた。 


